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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

仮装してお菓子を配る育成会の渡辺会長（手前）と役員の皆さま 上部公園の様子 

修復・カラー化 

 

白黒の原画 

       

九
月
二
十
一
日
（
火
）
～
九
月
三
十
日

（
木
）
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
旧
火
の
見
や
ぐ
ら
横
の
三
叉

路
と
、
日
野
小
学
校
プ
ー
ル
横
の
横
断
歩

道
に
て
、
児
童
・
生
徒
の
通
学
時
間
帯

（
七
時
二
十
分
～
七
時
五
十
分
）
に
合
わ

せ
て
街
頭
指
導
を
行
い
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
に
努
め
ま
し
た
。 

  

          

       

十
月
九
日
（
土
）
、
徹
底
し
た
感
染
症

対
策
の
も
と
、
育
成
会
・
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

支
部
役
員
主
催
に
よ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
テ
ー
マ
に
し
た
催
物
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
年
初
計
画
し
て
い
た
「
子
ど
も
み
こ

し
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
る
中
、
子
供
た
ち
と
地
域
の

方
々
と
の
繋
が
り
が
持
て
る
機
会
を
作
ろ

う
と
考
案
さ
れ
た
代
替
企
画
で
す
。 

小
学
生
は
決
め
ら
れ
た
場
所
（
長
者
公

園
、
上
部
公
園
）
に
時
間
内
（
一
～
三
年

生
は
一
三
時
～
一
四
時
、
四
～
六
年
生
は

一
四
時
～
一
五
時
）
に
行
き
、
合
言
葉 

”
Ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｏ
ｒ 

ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
：

ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
“
（
お
菓

子
を
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
し
ち
ゃ
う

ぞ
！
）
を
言
う
事
で
お
菓
子
や
景
品
を
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。 

    
 

                      

    

九
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
初
代
火
の
見

櫓
と
消
防
団
員
の
写
真
「
警
鐘
櫓
建
設
記

念
」
は
貴
重
な
資
料
の
た
め
、
デ
ー
タ
保

存
し
、
傷
の
修
復
、
染
み
抜
き
、
白
黒
画

像
を
カ
ラ
ー
化
し
、
塩
川
町
公
会
堂
第
五

会
議
室
に
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

           

塩 

川 

タ 

イ 

ム 

ズ 

編 集 

区 総 務 部 

発 行 責 任 者 

藤 本  光 雄 
 

 

育
成
会
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
企
画 

「警
鐘
櫓
建
設
記
念
」 

修
復
し
て
保
存 

写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
斉
藤 

様
の
ご
承
諾
を
得
て
作
成
し
て
い
ま
す
。 
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塩
川
町
の
歴
史
に
触
れ
る 

～
其
ノ
伍
～ 

  

～ 

 
塩川町公会堂 第五会議室の仏間に 

飾られている二十四枚の格天井絵 

塩
川
町
の
歴
史
に
触
れ
る 

～
其
ノ
肆
～ 

 

庚申塔 

集 

特 
後
編 

 

11/13（土） 19:00～ 第２回隣組長会（奇数組）（公会堂）

11/14（日） 19:00～ 第２回隣組長会（偶数組）（公会堂）

11/21（日） 8:00～ 公会堂清掃（57,58組）

11/21（日） 19:00～ 第３回隣組長会（奇数組）（公会堂）

11/23（火） 19:00～ 第３回隣組長会（偶数組）（公会堂）

11/28（日） 7:00～12:00 区役員投票日（公会堂）

11/30（火） 7:00～9:00 第６回区費収納日（公会堂）

12/19（日） 8:00～ 公会堂清掃（59,60組）

12/21（火） 14:00～ 大祓祭（熊野神社）

12/31（金） 23:30～ 越年祭（熊野神社）

※上記の予定は今後変更となる可能性があります。

今後の行事予定

 
 
 
 
 
 
 
 
  

十
月
号
に
引
き
続 

き
、
「
塩
川
町
の
歴 

史
に
触
れ
る
」
を 

お
届
け
し
ま
す
。 

 

   

 

格

天

井

絵 
  

永
隆
寺
の
格
天
井
絵
は
、
旧
塩
川
町
公

会
堂
天
井
に
五
十
五
枚
使
わ
れ
ま
し
た
。

現
公
会
堂
の
仏
間
格
天
井
に
は
二
十
四
枚

の
格
天
井
絵
を
飾
り
、
残
り
三
十
一
枚
は

押
入
れ
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
「
算
額
」
と
呼
ば
れ
る
数
学
の
問

題
や
解
き
方
が
書
か
れ
た
貴
重
な
絵
馬
も

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

          

 

   

 

永
隆
寺
の
石
碑 

 

一
．
庚
申
塔
（
こ
う
し
ん
と
う
） 

庚
申
塔
と
は
庚
申
信
仰
に
基
づ
い
て
建

て
ら
れ
た
石
碑
で
、
塩
川
町
の
東
、
須
坂

と
境
界
に
あ
る
墓
地
に
あ
り
ま
す
。
明
治

の
初
め
永
隆
寺
前
に
あ
っ
た
も
の
を
廃
仏

毀
釈
で
寺
が
取
り
壊
さ
れ
た
際
に
現
在
地

へ
移
さ
れ
ま
し
た
。 

庚
申
塔
正
面
に
日
・
月
と
二
猿
の
姿
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
の
が
、
お
ぼ
ろ

げ
な
が
ら
見
ら
れ
ま
す
。
（
須
坂
市
の
石

造
文
化
財—
ガ
イ
ド
編—

よ
り
） 

庚
申
と
は
十
干
・
十
二
支
の
組
み
合
わ

せ
で
、
六
十
日
に
一
回
巡
っ
て
き
ま
す
。 

 
 

庚
申
の
日
に
眠
る
と
体
内
に
い
る
三
尸

虫
（
さ
ん
し
ち
ゅ
う
）
が
天
帝
に
そ
の
人

の
悪
事
を
告
げ
、
寿
命
を
を
縮
め
る
と
さ

れ
て
お
り
、
町
の
人
達
が
集
ま
っ
て
三
尸

虫
を
押
さ
え
る
力
を
持
つ
青
面
金
剛
明
王

を
拝
み
、
酒
盛
り
な
ど
を
し
て
夜
を
明
か

す
の
が
庚
申
講
で
す
。 

 

   

二
．
万
霊
塔
（
ば
ん
れ
い
と
う
） 

永
隆
寺
境
内
に
あ
っ
た
仏
像
、
什
器
と

と
も
に
塩
川
町
公
会
堂
に
移
転
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
万
霊
塔
は
唐
破
風
付
き
の
石
柱

で
、
表
に
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
（
注
一
）
、

右
側
に
「
千
日
回
向
（
え
こ
う
）
（
注

二
）
仏
」
、
左
側
に
「
三
界
（
注
三
）
萬

灵
（
ま
ん
れ
い
）
（
注
四
）
」
、
裏
に
「
元

禄
六
年
酉
（
一
六
九
三
）
二
月
十
五
日
」

の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

（
注
一
）
南
無
阿
弥
陀
佛(

仏)

こ
れ
を
念

ず
れ
ば
「
必
ず
往
生
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
わ
れ
る
。
「
念
仏
」
を
「
唱
え

る
」
と
い
う
。
六
字
の
名
号
。 

（
注
二
）
回
向 

功
徳
や
善
根
を
他
に
向

け
、
自
他
と
も
に
救
わ
れ
よ
う
と
す
る
。

ま
た
、
念
仏
を
唱
え
布
施
な
ど
行
な
い
冥

福
を
祈
る
。 

（
注
三
）
三
界 

一
切
の
衆
生
が
生
死
を

繰
り
返
す
三
つ
の
迷
い
の
世
界
。
欲
界
、

色
界
、
無
色
界
。 

（
注
四
）
灵 

｢

霊｣

の
異
体
字
。 

（
須
坂
市
の
石
造
文
化
財―

ガ
イ
ド
編―

よ
り
） 

以
上
、
十
月
号
に
引
き
続
き
「
塩
川
町

の
歴
史
に
触
れ
る
」
の
後
編
を
お
届
け
し

ま
し
た
。 

★
特
集
号
の
参
考
文
献
お
よ
び
参
考
資
料

「
長
野
県
考
古
学
会
誌
九
：
長
野
県
須
坂

市
塩
川
永
隆
寺
廃
寺
址
の
出
土
遺
物
に
つ

い
て
（
興
津
正
朔
）
」
は
長
野
県
立
歴
史

館
に
て
、
「
須
坂
市
誌 

第
二
巻 

地
誌
・

民
俗
編
」
、
「
須
坂
の
文
化
財 

寺
院
と
堂

庵
」
、
「
須
坂
市
の
石
造
文
化
財—

ガ
イ
ド

編—

」
は
市
立
須
坂
図
書
館
、
須
坂
市
立

博
物
館
ほ
か
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
ご
興
味
が
あ
る
方
は
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 

万霊塔 


